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いけだいけだ

皆で力をあわせることの
素晴らしさを体験
池田小学校５・６年生の
稲作体験学習

9月定例会
「令和５年度予算（事業）への提言書」を付し
　　　　　　　　　　　　　　令和３年度決算を認定



9
月
定
例
会
の
概
要

令和３年度決算 全ての 会計は黒字決算
実質公債費比率12.6％、前年度 より0.5ポイント増

「健全財政にさらなる取り組み」を要望し「令和5年度予算　（事業）への提言書」を付し、決算認定！！

　9月定例会は9月5日から21日まで開かれた。令和
3年度決算の認定6件、令和4年度補正予算など議案
13件を審査し原案どおり認定・議決したほか、同意
3件を審議し、2件は同意、1件（副町長の選任）は
不同意とした。また請願2件を審査し意見書を国、県
の関係機関へ提出した。

9月定例会の概要

　令和 3 年度予算策定に当たり、それまでの予算規模を継続すると令和 5 年度に町財政調整基金が
枯渇する恐れがあったため町は大幅な事務事業の見直しを行い、令和 3 年度当初予算は令和 2 年度
当初予算比で 4 億 3,400 万円を減額した。議会も議員歳費 10% 削減や移住定住補助金の大幅削減
などで事業費減額に努めた。このため令和 3 年度事業では新たに国・県からの交付金や補助金を用い、
町民福祉に役立つ様々な事業が実施された。主な事業は下記のとおりである。

令 和 3 年 度 の 主 な 事 業令 和 3 年 度 の 主 な 事 業

子育て世帯への子育て世帯への
臨時特別給付金事業臨時特別給付金事業

1億1,452万円
主な財源：国庫補助金

住民税非課税世帯等への住民税非課税世帯等への
臨時特別給付金事業臨時特別給付金事業

9,601万円
主な財源：国庫補助金

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
ワクチン接種事業ワクチン接種事業

5,855万円
主な財源：国庫交付金

GIGA スクール構想GIGA スクール構想
推進事業推進事業

3,628万円
主な財源：国庫交付金

水道料軽減事業水道料軽減事業
2,919万円

主な財源：国庫交付金

コロナ対策支援金として児童手当支給児
童・新生児・高校生一人につき10万円を
給付した。

コロナ対策支援金として住民税非課税世帯
に10万円を給付した。

新型コロナウイルス対策として３回のワクチ
ン接種を行った。

小中学校児童生徒１人1台の端末使用を前
提に通信ネットワークを整備した。

コロナ対策支援金として水道料基本料金4
カ月分の減免をした。

灯油等購入助成事業灯油等購入助成事業
438万円

主な財源：一般財源・国特別交付税

灯油高騰対策支援として住民税非課税世帯
のうち75歳以上の高齢者のみの世帯など
438世帯に1万円を給付した。
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令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

令和３年度決算 全ての 会計は黒字決算
実質公債費比率12.6％、前年度 より0.5ポイント増

「健全財政にさらなる取り組み」を要望し「令和5年度予算　（事業）への提言書」を付し、決算認定！！

令和３年度

決　算
令和 3 年度決算概要
◯一般会計決算の歳入は 54 億 9,278 万円に対し歳出は 54 億 1,538 万円となり、7,740 万円の黒

字となった。この中に次年度繰越事業の財源が含まれており、実質黒字は 5,183 万円であった。特
別会計の 4 会計（工場誘致等・国保・後期高齢者・簡易水道）、水道事業会計、下水道事業会計も下
表のとおり全て黒字であった。

◯令和 3 年度末での町債（借金）総額は約 88 億 8 千万円（対前年：5 億 8 千万円の減）であった。基金（貯
金）総額は約 20 億円（対前年：5 億 8 千万円の増）であった。最大の増加要因は地方交付税の増である。

◯実質公債費比率は 12.6% であり、前年度よりも 0.5 ポイント増加した。同値は令和 7 年度には
16.0% まで上昇すると試算されており、慎重な財政運営が求められる。

子どもへの仕送り（他会計への繰り出し金）
142（-159）万円：26%（-20）

貯金（積立金）59（＋47）万円：11%（＋9）

配偶者のパート代（寄付金、繰入金など）
40（-9）万円：7%（±0）

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
346（-65）万円：63%（±0）

 令和3年度 池田さん家の家計簿 令和3年度 池田さん家の家計簿
ち

ち

令和3年度の町一般会計決算を池田さん家（仮称）の家計に置き替えてみました。令和3年度の町一般会計決算を池田さん家（仮称）の家計に置き替えてみました。

その他（譲与税等）34（＋4）万円：6%（＋1）
借金（町債） 31（-32）万円：6%（-4）

給料（町税、使用料、手数料）
99（－3）万円：18%（＋3） 

生活費（人件費、物品購入費、扶助費）
237（＋26）万円：44%（＋11）

（　）内は昨年との比較数値

自宅改造・修繕費（建物・道路などの工事費）
46（-20）万円：8%（-2）
ローン返済（借金返済）
57（-2）万円：11%（＋2）

年間550万円の収入源収入 年間541万円の使われ方支出

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

《解説》
◯自宅改造・修繕費（投資的経費）は

約4.6億円で前年度決算よりも約
2億円減った。
今後、町の施設や道路などのイン
フラ更新に年平均15億円程度必
要と言われており、投資的経費を
いかに増やしていくかが今後の課
題である。

表　令和3年各種会計の収支

区 分 歳入額 歳出額 差引残額

一 般 会 計 54億9,278万円 54億1,538万円 7,740万円

工 場 誘 致 等 608万円 0 608万円

国 民 健 康 保 険 11億1,506万円 11億1,253万円 253万円

後期高齢者医療 1億5,288万円 1億5,256万円 32万円

水 道 事 業 会 計 2億2,842万円 1億5,405万円 7,437万円

下水道事業会計 5億2,042万円 4億434万円 1億1,608万円

簡易水道事業会計 1,659万円 1,647万円 12万円
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ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑

◎
ゴ
ミ
減
量
対
策
に
つ
い
て

問
　
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
生
ゴ
ミ
や
草

の
堆
肥
化
の
推
進
を
。

答
　
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
補
助
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。

S
N
S
で
も
発
信
し
て
い
く
。

◎
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業
に
つ

い
て

問
　
連
携
自
立
圏
事
業
に
つ
い
て
議
会

と
し
て
審
議
・
検
討
す
る
場
が
な
い
の

で
改
善
を
。

答
　
町
と
し
て
も
意
見
を
言
う
場
が
な

い
の
で
改
善
を
申
し
込
み
、
副
市
町
村

長
と
総
務
課
長
会
議
の
場
で
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
連
携
自
立
圏
事
業
の
病
児
保
育
事

業
の
町
負
担
金
が
利
用
者
実
績
（
２

名
）
を
考
慮
し
て
も
著
し
く
高
い
。
ま

た
、
先
日
大
町
市
立
病
院
に
あ
る
病
児

保
育
室
を
視
察
し
た
が
、
部
屋
が
狭
く

ト
イ
レ
も
別
室
で
不
便
さ
を
感
じ
た
。

改
善
が
必
要
で
は
。

答
　
担
当
者
会
議
で
話
す
。

◎
高
瀬
川
左
岸
松
川
村
地
籍
火
災
の
消

火
活
動
に
つ
い
て

問
　
先
日
、
高
瀬
川
左
岸
な
ど
松
川
地

籍
の
火
災
が
あ
り
町
消
防
団
が
消
火
し

た
。
出
動
手
当
な
ど
松
川
村
と
の
協
定

締
結
を
。

答
　
協
定
締
結
を
し
て
い
く
。

◎
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

問
　
昨
年
も
議
会
要
望
し
た
が
安
曇
野

市
長
に
町
営
バ
ス
運
行
協
力
金
の
要
請

を
。

答
　
安
曇
野
市
民
の
利
用
は
少
な
い
の

で
難
し
い
。
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
検
討

す
る
。

問
　
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
停
車
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
な
い
な
ど
の
苦
情
が
あ
る
。
昨

年
も
議
会
要
望
し
た
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
実
施
し
た
か
。

答
　
実
施
し
て
な
い
。今
後
考
え
た
い
。

◎
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
の
蛍
光
灯
の

L
E
D
化
と
内
装
改
善
に
つ
い
て
来
年

度
予
算
化
を
。
ま
た
、
施
設
使
用
料
を

基
金
と
し
て
積
立
て
で
き
な
い
か
。

答
　
検
討
す
る
。

要
望
　
ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業

務
委
託
は
年
度
ご
と
に
委
託
内
容
の
明

確
化
を
。

◎
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

問
　
有
機
農
業
は
将
来
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。
現
在
、
有
機
農
業
を
進

め
て
い
る
ク
ル
ー
プ
と
懇
談
会
の
開
催

を
。

答
　
ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
試
験
ほ

場
で
町
に
あ
う
有
機
農
業
を
探
っ
て
い

く
。
懇
談
会
は
近
々
に
開
催
し
た
い
。

◎
保
育
園
利
用
バ
ス
の
児
童
安
全
確
認

に
つ
い
て

問
　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
安
全
確
認
を

行
っ
て
い
る
か
。

答
　
保
育
士
が
確
認
し
更
に
運
転
手
が

確
認
し
て
い
る
。

◎
保
育
園
給
食
で
の
有
機
食
材
の
利
用

に
つ
い
て

問
　
保
育
園
給
食
で
有
機
食
材
の
利
用

を
進
め
て
欲
し
い
が
。

答
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
会
染
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業

務
委
託
料
に
つ
い
て 

問
　
こ
の
件
に
つ
い
て
昨
年
の
本
委
員

会
で
は
競
争
入
札
で
行
う
こ
と
、
委
託

料
基
準
の
日
割
り
制
を
も
と
め
た
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

答
　
指
名
競
争
入
札
と
し
た
。
委
託
料

の
基
準
は
月
額
だ
が
臨
時
休
校
等
に
よ

り
運
行
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
場
合

は
減
額
す
る
よ
う
に
し
た
。

◎
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
料
に
つ
い
て

問
　
パ
ソ
コ
ン
は
リ
ー
ス
よ
り
も
買
い

取
っ
た
方
が
経
済
的
と
思
う
が
、
考
え

は
。

答
　
買
い
取
っ
た
方
が
費
用
は
か
か
ら

な
い
が
リ
ー
ス
は
最
新
の
機
種
を
利
用

で
き
る
利
点
も
あ
る
。
学
校
現
場
と
擦

り
合
わ
せ
て
い
く
。

〈
表
紙
〉

9
月
16
日
午
前
、
池
田
小
学

校
6
年
生
が
力
を
合
わ
せ
、
稲

刈
り
・
は
ぜ
掛
け
・
落
穂
拾
い

を
見
事
に
こ
な
し
、
さ
す
が
6

年
生
と
指
導
の
方
か
ら
誉
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後

に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

　委員会での審査意見を今後の町政に活かすため「来年度予算（事業）の提言書」としてまとめ、
議会最終日に町長に提出 10 月 28 日までに回答を求めることとした。提言書の内容は下記のと
おりである。

「令和 5 年度予算（事業）への提言書」
令和 3 年度決算では、基金総額の大幅増などの前進面がみられる。しかし、実質公債費比率

の増や投資的経費と経常的経費のアンバランスなど町財政は依然厳しい状況にある。令和 5 年
度予算策定に当たっては、健全財政への転換に向け留意し、下記の事項について検討し改善措
置を求める。

1, 至急対応すべきこと
⑴　庁舎の雨漏り等の不具合について、今後の庁舎設備・機器の故障及び職員の安全確保の観点

から早急に原因を究明し対応すること。
⑵  北アルプス連携自立圏事業について、現状では議会が審議する場が確立されていない。審議、

検討できる体制にすること。また、町の意見（病児保育町負担金の軽減など）を反映していくこと。
⑶  安曇野市長に町営バス運行協力金を要請すること。また、町営バスについて停留所のアナウン

スなど要望が多いのでアンケート調査を実施すること。
⑷  ゴミ減量対策に力を入れること。
⑸  中之郷地区、農道幹線 1 号線の見晴らしワインロードの道路法面が草で覆われ見苦しい。至急、

町として耕作者と協議するなど対応すること。
⑹　会染西部地区圃場整備事業の非農用地整備計画を早急に議会に示すこと。
⑺　多世代相談センターなど町職員の業務量が著しく増えている係がみられる。
    各課・係の業務量について見直しを行い適正な人事配置を行うこと。

2, 来年度予算に反映させるべきこと
⑴ 　物価上昇等で町民生活は今後非常に厳しくなることが予想される。早めに経済対策等を実施

するなど、必要な予算措置を行うこと。
⑵  国交付金の使途については、町民要望が叶えられるよう配慮すること。
⑶  毎年自治会から提出される自治会要望に基づいた予算計上を行うこと。
⑷  農業振興のビジョン・施策を討議する委員会を新たな人選で進めて欲しい。
⑸  ハーブセンター・ハーブステーションについて下記の点を検討、改善すること。
① 　ハーブセンターの蛍光灯の LED 化や内装改善について来年度予算化すること。
② 　ハーブセンター施設使用料を基金として積立を検討すること。
③ 　行財政改革推進委員会による指摘事項について改善措置をとること。
④ 　町観光協会によるハーブセンター周辺の管理委託を検討すること。
⑤　町はハーブステーションの管理料を見直し業務委託に当たっては管理委託の目的を明示し、目

的実現にむけての施策を明らかにすること。
⑹　小学校の「観劇」について保護者負担をなくし町負担で実施すること。
⑺　保育園の給食について、地元食材・有機食材の利用を進めること。
⑻　有機農業の進め方を具体化すること。
⑼　高瀬川左岸など松川地籍の火災消火活動について出動手当も含め、池田町と松川村とでしっか

りとした協定を締結すること。
⑽　行財政改革推進委員会の答申に基づき行財政の改革を速やかに実施すると共に改革のロード

マップを示すこと。
⑾　少子化対策として目に見える施策の実施と若い世代が住める住宅整備について民間企業等と

も連携して取り組むこと。
⑿　学校運営について、子どもたちの居場所の確保、不登校対策とともに、コミュニティ・スクー

ルなどを活用してさらなる教育環境の改善をすすめること。
⒀　役場庁舎の建て替えについて、独自の基金の積立も含め検討を始めること。
⒁　令和 5 年度予算編成方針を早期に議会に示すこと。
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一
般
会
計
補
正
予
算
・
委
員
会
審
査

令和４年度一般会計補正予算の概要・目玉令和４年度一般会計補正予算の概要・目玉

町道災害復旧費町道災害復旧費

4,930万円

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
ワクチン追加接種事業ワクチン追加接種事業

3,077万円

公共施設公共施設
エアコン設置エアコン設置

2,149万円

行政業務行政業務
継続性確保事業継続性確保事業

902万円

道路維持・舗装、道路維持・舗装、
交通安全施設整備事業交通安全施設整備事業

1,142万円

本年5月～7月の大雨災害により崩壊した
堀之内・広津・陸郷の町道を復旧する。

［財源］［財源］国庫負担金、町債、一般財源

4回目ワクチン接種を円滑に進める。

［財源］［財源］国庫負担金

役場会議室・総合福祉センター・児童セン
ター・総合体育館にエアコンを設置する。

［財源］［財源］国庫交付金

オンライン会議に対応するため機材整備と
LAN配線敷設工事を行う。

［財源］［財源］国庫交付金

自治会要望に基づき町道の維持・舗装と
カーブミラー・ガードレールを設置する。

［財源］［財源］一般財源

歳入歳出に1億4,813万円を加え、総額を52億9,957万円とした。

《総務福祉委員会質疑》

◎町議会議員選挙及び町長の選挙におけ
る公営に関する条例の制定議案
内容：公職選挙法の改正により町議員選挙
及び町長選挙で使われる自動車使用に係わ
る費用及びビラ・ポスターの作成費用は公
費負担が可能となる。但し、法定得票に満
たない候補者には適用されない。
審議結果：全議員の賛成により可決

参考：町議選の立候補者にも供託金の納入が
義務付けられた。

《振興文教委員会質疑》

◎創造館条例の制定議案、町公共施設使
用料徴収条例の一部改正議案、町都市
公園条例の一部改正議案
内容：指定管理者による美術館と創造館と
の一体管理を行うことができるよう関連す
る条例の整備を行う。
審議結果：全議員の賛成により可決

◯審査意見
・指定管理になった場合、町民の声が届くの

か心配である

常任委員会報告

【審査関連質疑】
問　役場当直室天井が雨漏りで大変な状況であるが対策は。
答　雨漏れの原因が不明である。庁舎壁面改修予算もあるので

屋根掛けも含め検討したい。
問　安倍元首相の国葬への町の対応は。
答　国からの指示はきてないので特段の対応は考えていない。

教育委員会でも学校に対応を求めない。
問　国旗は半旗掲揚にするのか。
答　考えていない。
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町道花岡線（堀之内）災害現場

オンライン用パソコン

経年劣化により見えにくくなった
カーブミラー

役場庁舎当直室天井の雨漏り



本 会 議 質 疑・ 討 論本 会 議 質 疑・ 討 論
本
会
議
質
疑
・
討
論　

委
員
会
請
願
審
査

◎令和 3 年度国民健康保険特別会計決算
問　町民一人当たりの医療費が 4.6% 増え県内順位も 11 位である。原因と対策は。
答　消化器系ガンなど高額医療費が増えたことが原因でガン対策を強める。また、健康診断
未受診者の高額医療が増えたので未受診者を少なくするよう取り組む。

◎令和 4 年度一般会計補正予算
問　この予算では地方創生交付金を使っての公共施設のエアコン設置などの予算が多い。

県内の他自治体では交付金を用い期間限定の給食費への支援など工夫している。コロナ
禍で困っている町民への生活支援への予算も組んで欲しいが。

答　今回はコロナ感染防止の観点からエアコン設置などを予算化した。
問　産地パワーアップ事業（149 万円）内容は。
答　大北地域の推奨農産物（アスパラガス、白ネギ）の生産者への機

材購入（パイプハウス資材、ネギ剥離機）補助である。

本会議討論
◉議案　「創造館条例の制定」
内容：創造館の管理を指定管理者とすることを可能とする条例

和澤忠志議員
創造館は町民の財産である。指定管理者に使わせるには町民合意が必要であり、
合意のない現状で本条例の採決は時期早尚であるので反対する。

◯審査結果　賛成多数で原案どおり可決

反対です

振興文教委員会の請願審査

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求
める請願書
○請願者：県教職員組合大北支部
○内　容：どの子にもいき届いた教育をするた

め更なる少人数学級の実現と教育予算の増額
を国に求める。

○審査意見：30 人学級になれば先生の負担が
減るので良いと思う。G7 のなかで日本は教
育費の割合が低いので賛成である。

○審査結果：全会一致で採択

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率を近隣県並みの水準に戻すこと」を県知事に
求める請願書
○請願者：県教職員組合大北支部
○内　容：長野県教師のへき地手当は国基準の

3 分の 1程度と低いので県に改善を求める。
○審査意見：教師は過重労働と言われ教師を目

指す人が減少している。へき地手当は増やす
べきである。

○審査結果：全会一致で採択
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ネギ剥離機



9月定例会 提出案件
（認定、議案、諮問、発議、請願）主な議案の説明と審査  結果一覧

審
査
結
果
一
覧
／
一
般
質
問

問
池
田
町
を
観
光
地
と
し
て
ど
う
捉
え
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
町
長
の
考
え
は
。

答
池
田
町
は
、
大
型
観
光
資
源
は
無
い
も
の

の
北
ア
ル
プ
ス
と
田
園
の
景
観
は
一
級
の

も
の
と
考
え
る
。
中
小
の
資
源
は
多
く
点
在
し
て

お
り
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
磨
き
高
め
て
い

く
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
来
訪
者
の
観
光
は
点
か
ら
線
で
の
移
動
を

し
て
い
た
だ
く
導
線
強
化
が
重
要
と
考
え

る
。
誘
客
増
加
に
向
け
た
町
長
の
構
想
は
。

答
今
年
度
か
ら
、
専
門
的
に
観
光
推
進
を

担
っ
て
も
ら
う
た
め
に
観
光
協
会
が
独
立

し
た
。
現
在
、
観
光
業
の
資
格
取
得
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
事
業
の
自
由
度
が
増
し
、
来
訪
者
が
点

を
線
で
結
ぶ
移
動
に
変
化
し
、
さ
ら
に
面
的
な
展

開
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

問
線
で
の
観
光
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
や
七
色
大
か
え
で
駐
車

場
な
ど
拠
点
と
な
る
場
所
へ
観
光
マ
ッ
プ
や
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
設
置
、
来
訪
者
目
線
に
立
っ
た
誘
導

看
板
の
設
置
見
直
し
を
提
案
す
る
。
考
え
は
。

答
観
光
協
会
が
主
導
と
な
る
と
思
う
が
、
十

分
調
査
し
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
は

町
と
観
光
協
会
と
で
協
議
し
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
複
合
遊
具
は
、
設
置

か
ら
25
年
が
経
ち
老
朽
化
が
著
し
い
。
休

○・・・賛成　●…反対　―…表決なし

区
　
分

件　　　　　名

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

横
澤
は
ま

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

議
　
　
　
案

令和４年度池田町水道事業会計補正予算（第１号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 3 年度公共土木施設災害復旧事業第 1 号町道
300 号線道路災害復旧工事変更請負契約の締結に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 4 年度池田町小学校電子黒板設置事業契約の
締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

池田町特別職の職員等の給与に関する条例及び池
田町執行機関の附属機関設置等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

同
　
　
意

池田町教育委員会委員の任命について（小林崇浩
氏、中鵜・48 歳）　 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

池田町農業委員会委員の任命について（村山　武
氏、滝沢・69 歳） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

池田町副町長の選任について 不同意 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● － ○ －

発
議

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」「義
務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意
見書について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

請
願

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義
務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請
願書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求
める請願書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

矢口議長は表決には加わりません。　那須議員は病気欠席です。
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大
厩
美
秋 

議
員

町
外
か
ら
の
誘
客
増

加
に
向
け
た
池
田
町

の
活
性
化
に
つ
い
て



9月定例会 提出案件
（認定、議案、諮問、発議、請願）主な議案の説明と審査  結果一覧

審
査
結
果
一
覧
／
一
般
質
問

日
は
家
族
連
れ
で
最
も
に
ぎ
わ
う
場
所
で
あ
る
。

老
朽
化
を
ど
う
捉
え
、
そ
の
対
応
は
。

答
定
期
点
検
で
は
、
危
険
箇
所
の
指
摘
が
増

え
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
町
内

外
の
家
族
で
に
ぎ
わ
う
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
将

来
的
に
は
新
規
更
新
が
必
要
と
考
え
る
。

問
現
在
休
止
中
の
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
足
湯

を
来
訪
者
の
休
憩
場
所
と
し
て
現
状
の
状

態
で
の
開
放
を
提
案
す
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
薪
ボ
イ
ラ
ー
は
令
和
10
年
度
ま
で
廃
止
で

き
ず
、
い
つ
で
も
再
開
で
き
る
状
態
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
用
途
へ
の
転
用

に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
現
状
の
状
態
で
の
開
放
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○・・・賛成　●…反対　―…表決なし

区
　
分

件　　　　　名

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

横
澤
は
ま

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

認
　
　
　
定

令和 3 年度一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －
令和 3 年度工場誘致等特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 3 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 3 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 3 年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 3 年度水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

議
　
　
　
案

令和 3 年度下水道事業会計の剰余金処分及び決算
の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

池田町議会議員及び池田町長の選挙における選挙運
動の公営に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

池田町創造館条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● － ○ －
池田町公共施設使用料徴収条例の一部を改正する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ －

池田町都市公園条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ －

令和 4 年度池田町一般会計補正予算（第 4 号）に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 4 年度池田町国民健康保険特別会計補正予算
（第 1 号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 4 年度池田町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 1 号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

令和 4 年度池田町簡易水道事業特別会計補正予算
（第 1 号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －
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休止中のハーブガーデン足湯
休憩場所として開放を！



一
般
質
問

問
県
は
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
小
学
3

年
生
ま
で
拡
大
し
た
の
で
町
の
負
担
軽
減
は

1
6
0
万
円
に
な
る
。
上
伊
那
の
8
市
町
村
は
今

回
の
補
助
で
子
ど
も
の
医
療
費
を
窓
口
完
全
無
料

化
し
た
。
町
も
県
の
補
助
を
生
か
し
て
自
己
負
担

金（
レ
セ
プ
ト
代
）5
0
0
円
の
軽
減
を
求
め
る
が
。

答
自
己
負
担
金
の
軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
者
の
支
援
体
制
を
求
め
る

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
臨

時
交
付
金
が
出
る
。
確
認
と
申
請
件
数
は

1
7
1
件
だ
が
、
確
認
書
の
返
送
数
と
家
計
急

変
申
請
者
数
は
。
未
返
送
の
方
に
申
請
で
き
る
対

応
を
。

答
8
月
末
、
確
認
書
返
送
数
は
1
0
8
3
件
、

家
計
急
変
申
請
数
は
5
件
で
あ
る
。
未
返

送
件
数
は
76
件
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
障
が

い
者
に
訪
問
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

問
令
和
3
年
度
、
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
数
が
7
4
4
2
件
で
そ
の
う
ち
生
活

困
な
ど
は
30
％
で
あ
る
。
町
の
対
応
を
聞
く
。

答
相
談
を
受
け
一
般
就
労
・
企
業
セ
ン
タ
ー
等

に
つ
な
が
っ
た
方
が
28
名
で
あ
る
。

問
国
民
健
康
保
険
税
減
免
は
、
国
は
収
入
減

少
が
30
％
以
上
な
く
て
も
減
免
を
認
め
て
い

問
国
は
自
治
体
に
本
年
度
か
ら
の
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次

の
①
・
②
で
あ
る
。
町
も
来
年
度
か
ら
処
遇
改
善

の
実
施
を
。

①
消
火
活
動
や
災
害
救
助
に
従
事
し
た
消
防
団
員

に
支
払
う
手
当
を
「
出
動
報
酬
」
と
位
置
づ
け
、
一

日
あ
た
り
の
8
千
円
を
標
準
額
と
す
る
。
②
一
般
団

員
の
「
年
額
報
酬
」
の
標
準
額
は
3
万
6
千
5
百

円
と
し
、
報
酬
は
団
員
個
人
に
直
接
支
給
す
る
。

答
処
遇
改
善
は
来
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
方

向
で
取
り
組
む
。

ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
を

問
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
の
拠
点
と
言
う
べ
き

ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー

東
側
）
は
町
の
委
託
管
理
と
な
り
3
年
目
と
な
る
。

顧
客
の
増
加
な
ど
前
進
面
は
あ
る
も
の
の
「
花
と

ハ
ー
ブ
の
里
」
の
な
か
で
の
位
置
付
け
や
ビ
ジ
ョ
ン

が
明
確
で
な
い
と
考
え
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ハ
ー

ブ
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
・
研
究
の
場
で
あ

り
、
来
訪
者
に
感
動
と
発
見
、
心
の
安
ら
ぎ
を
与

え
る
場
所
と
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

問
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
施
策
（
ハ
ー
ブ
の
こ

と
が
分
か
る
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
設
置
、
ハ
ー

町
の
課
題
を
明
確
に
し
、
町
民
議
論
の
場
を

問
役
場
庁
舎
を
あ
と
20
年
（
築
70
年
）
ま
で
修
繕

を
重
ね
な
が
ら
維
持
す
る
と
い
う
考
え
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

答
令
和
15
年
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
長
寿
命
化

を
図
り
、
令
和
35
年
に
新
築
建
て
替
え
を
行
う

想
定
で
あ
る
。

問
池
田
、
会
染
両
保
育
園
の
定
数
が
2
7
0
名
、

4
年
後
に
園
児
数
1
2
0
名
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
建
て
替
え
か
統
合
か
、
そ
ろ
そ
ろ
結
論
を
出

す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
令
和
5
年
度
中
に
結
論
を
出
す
方
向
で
、行
革

審
の
答
申
も
加
味
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
会
染
西
部
ほ
場
非
農
用
地
運
動
公
園
計
画
は

当
初
6
億
5
千
万
円
の
事
業
計
画
案
が
出
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
修
正
計
画
案
と
期
限
は
。
抑
え
ら

れ
る
最
低
限
の
費
用
は
。

答
施
設
の
内
容
や
規
模
等
を
検
討
す
る
中
で
、
工

事
費
の
圧
縮
等
検
討
し
て
い
く
。
議
会
や
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
結
論
を
出

し
た
い
。

問
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
一
帯
を
一
元
管
理
し
、
町
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
く
考
え
は
。

答
町
に
と
っ
て
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る
。
今
あ

る
資
源
を
大
切
に
し
施
設
に
つ
い
て
は
長
寿
命

服
部
久
子 

議
員

県
の
子
ど
も
の
医
療

費
補
助
を
町
の
補
助

に
反
映
を

薄
井
孝
彦 

議
員

消
防
団
員
の
処
遇
改

善
を

中
山　

眞 

議
員

甕
町
政
の
重
点
施
策

と
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
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一
般
質
問

る
。
町
の
現
状
と
対
応
を
聞
く
。

答
減
免
は
、
8
月
末
現
在
1
件
で
周
知
を
図

る
。
収
入
減
収
を
見
込
み
で
判
断
す
る
な
ど

申
請
者
の
状
況
に
応
じ
対
応
し
て
い
る
。

問
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
は
82

世
帯
だ
が
、
家
計
急
変
申
請
が
1
件
と
少

な
い
。
学
校
、
保
育
園
で
周
知
を
図
れ
な
い
か
。

答
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
校
保
育
課
、
課
税
係
と

連
携
し
周
知
し
て
い
く
。

町
立
美
術
館
の
運
営
を
聞
く

問
美
術
館
運
営
に
つ
い
て
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
の
答
申
が
出
た
。
町
長
の
考
え
は
。

答
指
定
管
理
制
度
を
継
続
し
、
電
気
設
備
改
善

と
収
蔵
庫
縮
小
で
省
エ
ネ
を
図
り
経
費
削
減

を
図
る
。

問
電
気
設
備
改
修
と
収
蔵
庫
縮
小
の
工
事
費

と
工
事
期
間
は
。

答
照
明
L
E
D
化
工
事
は
1
2
4
3
万
円
、

収
蔵
庫
改
修
は
合
計
1
0
8
2
万
円
。
工

事
期
間
は
2
か
月
で
冬
季
休
館
中
に
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

問
町
立
美
術
館
は
大
北
で
唯
一
の
本
格
的
美
術

館
で
あ
る
。
大
北
市
町
村
で
共
同
運
営
で
き

ブ
テ
ィ
ー
が
楽
し
め
る
な
ど
）
を
来
年
度
か
ら
予

算
化
を
。

答
具
体
的
施
策
を
展
開
し
て
い
く
時
期
に
来
て

い
る
。
予
算
付
け
を
し
な
が
ら
整
備
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
ハ
ー
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
た
い
。

災
害
時
の
避
難
対
策
を

問
国
の
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
改
定
に
よ
り
災
害
時
、
避
難
要

配
慮
者
は
指
定
福
祉
避
難
所
に
直
接
避
難
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
町
の
取
り
組
み
は
。

答
町
社
協
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
の
自
治
体
パ
ー
ト

ナ
ー
に
参
加
し
、
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
を

問
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
は
自
治
体
パ
ー
ト

ナ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。
毎
年
5
万
円
の
協

力
金
を
払
え
ば
、
指
定
さ
れ
た
期
間
の
町
民
の
記

念
館
入
場
料
金
の
無
料
化
や
資
料
の
貸
出
し
を
受

け
ら
れ
る
。
町
も
参
加
し
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
を
。　

答
パ
ー
ト
ナ
ー
に
参
加
す
れ
ば
、
教
師
に
必
ず

満
蒙
開
拓
を
扱
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

参
加
は
考
え
て
い
な
い
。

化
を
図
っ
て
い
く
。
他
の
町
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
線
で

結
び
、
北
ア
ル
プ
ス
と
安
曇
野
原
風
景
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問
町
長
自
身
の
考
え
る
今
後
10
年
の
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

答
基
金
の
積
み
立
て
が
毎
年
可
能
に
な
り
、
投
資

的
経
費
の
増
加
が
見
通
せ
る
等
、
安
定
し
た
財

政
運
営
が
可
能
と
判
断
し
て
い
る
。喫
緊
の
農
業
問
題
・

人
口
減
少
対
策
・
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

人
口
減
少
対
策
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

て
い
く
こ
と

問
池
田
町
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
て
お
り
住

み
や
す
い
町
で
あ
る
。
あ
と
は
、
そ
こ
に
暮
ら

す
住
民
が
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
。
ブ
ラ
ン
ド
力
が

上
が
る
と
、
観
光
等
来
町
者
が
増
え
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
財
政
面
に
も
寄
与
す
る
。
財
政
削
減
だ
け
で
は

な
く
、
歳
入
増
の
施
策
を
町
民
に
提
案
し
、
議
論
の

場
を
提
供
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答
ご
指
摘
の
通
り
、
町
に
は
多
く
の
地
域
資
源
が

あ
り
、
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
。

税
収
増
に
つ
な
が
る
町
内
事
業
者
の
発
展
や
人
口
増
、

観
光
消
費
額
の
増
加
等
を
図
っ
て
い
く
。
ふ
る
さ
と

な
い
か
。

答
共
同
運
営

の
機
運
が

醸
成
さ
れ
て
い
な

い
。

納
税
寄
付
金
額
も

一
億
円
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
、
こ

れ
を
維
持
し
て
い

き
た
い
。
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一
般
質
問

問
行
財
政
改
革
委
員
会
よ
り
、
町
立
美
術
館

の
規
模
を
縮
小
し
複
合
施
設
と
し
て
利

用
し
、
電
気
代
を
含
む
2
千
万
円
で
現
在
よ
り

1
千
万
円
の
経
費
削
減
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
現
在
の
経
費
は
年
間
一
人
当
た
り
3
千
3
百

円
で
あ
る
。 

安
曇
野
市
は
人
口
約
十
万
人
で
文
化
施
設
の
指
定

管
理
料
は
一
人
当
た
り
千
2
百
円
で
あ
る
。
池
田

町
の
人
口
は
約
一
万
人
で
経
費
は
2
．
5
倍
と

成
っ
て
い
る
。
ま
た
喫
緊
の
修
繕
費
と
し
て
は
空

調
設
備
等
1
億
円
が
必
要
と
考
え
る
。
後
10
年
で

築
40
年
と
な
る
た
め
、
大
規
模
改
修
費
六
億
円
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
維
持
管
理
の
こ
と
を

考
え
る
と
町
民
と
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
か
な
い

と
大
き
な
お
荷
物
と
な
る
。
町
の
考
え
は
。

答
文
化
施
設
は
、
ど
の
く
ら
い
費
用
を
掛
け

る
べ
き
か
の
基
準
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
無
制
限
と

言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
財
政
の
許
す
範

囲
で
運
営
し
て
い
く
事
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
費
は
公
共
施

設
で
あ
る
以
上
必
要
な
費
用
と
考
え
て
い
る
。

問
岡
麓
先
生
の
「
終
焉
の
家
」
の
修
理
を
即

急
に
。

庁
舎
等
に
つ
い
て

問
行
革
の
答
申
で
は
早
急
に
庁
舎
の
建
設
計

画
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し
て
特
定
目
的

基
金
を
造
成
し
、
計
画
的
に
積
み
立
て
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
庁
舎
建
て
替
え
は
最
優
先
課
題
と
は
考
え
て

い
な
い
。
別
途
積
み
立
て
る
考
え
も
な
い
。

職
員
駐
車
場
に
つ
い
て

問
答
申
で
は
、
職
員
駐
車
場
は
契
約
更
新
時

に
は
原
則
と
し
て
当
該
借
地
を
返
還
す
る

と
し
て
い
る
。

尚
、
契
約
更
新
ま
で
の
期
間
は
使
用
料
と
し
て
職

員
か
ら
応
分
の
負
担
を
求
め
る
と
提
言
し
て
い

る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
今
後
精
査
の
上
、
方
針
を
定
め
て
い
く
。

保
育
園
に
つ
い
て

問
会
染
保
育
園
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
園
児

の
安
全
な
保
育
環
境
の
為
、
1
億
円
程
度

の
改
修
を
行
う
。
各
地
区
の
子
育
て
に
関
わ
る
中

核
的
施
設
で
あ
る
の
で
存
続
で
き
る
よ
う
、
子
育

て
支
援
の
強
化
、
少
子
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と

問
行
財
政
改
革
の
答
申
に
対
す
る
行
政
の
対

応
は
。

答
答
申
に
対
し
真
摯
に
受
け
止
め
精
査
し
実

現
に
向
け
取
り
組
む
考
え
で
常
に
町
民
益

を
念
頭
に
精
査
し
て
い
る
。
事
柄
に
よ
っ
て
は
答

申
通
り
具
現
化
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
今
後

も
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
。

問
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
（
東
側
）
の
対
応
に
お

け
る
農
地
の
又
貸
し
に
つ
い
て
農
地
法
に

抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
事
務

処
理
を
検
証
す
べ
き
で
あ
る
が
。

答
確
認
し
た
結
果
、
農
地
法
第
3
条
に
即
し

て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る
ほ
場
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
地
権
者
・
地
権
者
か
ら

借
り
受
け
て
い
る
町
・
指
定
管
理
者
・
町
の
許
可

を
受
け
て
使
用
す
る
者
と
の
間
で
協
議
し
、
グ

レ
ー
な
状
態
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

問
人
口
減
少
期
に
向
け
た
町
づ
く
り
の
総
合

プ
ラ
ン
と
町
の
財
政
的
土
台
を
つ
く
る
財

政
計
画
を
求
め
る
が
。

答
総
合
計
画
の
後
期
計
画
策
定
時
期
と
な
っ

て
お
り
、
9
月
末
か
ら
実
施
計
画
の
検
討

に
入
る
。
前
期
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
指
摘
の

案
件
を
反
映
で
き
る
よ
う
組
み
立
て
て
い
き
た
い
。

和
沢
忠
志 

議
員

町
の
人
口
一
万
人
規

模
か
ら
見
て
美
術
館

の
経
費
削
減
を

大
出
美
晴 

議
員

行
財
政
改
革
委
員
会

の
答
申
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
聞
く

横
澤
は
ま 

議
員

行
財
政
改
革
の
推
進

を
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一
般
質
問

答
現
在
の
老
朽
化
に
伴
う
費
用
は
2
百
万
円

と
見
積
り
さ
れ
て
い
る
。
当
面
は
最
低
限

の
範
囲
で
修
理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
今
年
度
も
農
家
の
支
援
を
。

答
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
今
年
の
状

況
を
よ
く
調
べ
特
定
財
源
等
鑑
み
考
え
て

行
き
た
い
。

問
朝
日
村
は
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
完
成
し
た
。

町
も
策
定
を
。　

答
現
時
点
で
は
策
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、

将
来
の
農
業
の
担
い
手
の
確
保
と
、
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
が
最
重
要
課
題
と
捉
え
課
題
解

決
に
前
進
し
て
行
き
た
い
。

問
池
田
町
農
業
振
興
協
議
会
で
農
業
公
社
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
る
の
か
。

答
町
の
農
業
の
あ
り
方
、
公
社
に
つ
い
て
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

答
申
し
て
い
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
町
民
の
意
見
を
聞
き
、
令
和
5
年
度
中
に

結
論
を
出
す
。

町
所
有
の
施
設
・
土
地
に
つ
い
て

問
旧
池
田
北
保
育
園
、
旧
広
津
小
学
校
な
ど
使

用
計
画
の
な
い
遊
休
財
産
が
散
見
さ
れ
る
。

特
に
か
え
で
東
側
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

な
か
の
活
性
化
の
た
め
に
活
用
策
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
答
申
し
て
い
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
近
々
商
業
用
地
と
し
て
公
募
の
予
定
。

会
染
西
部
地
区
ほ
場
整
備
非
農
用
地
に
つ
い
て

問
会
染
西
部
地
区
ほ
場
整
備
創
設
非
農
用
地

に
係
る
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
町
づ
く
り

に
資
す
る
有
効
な
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
議
会
・
町

民
の
合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
答
申
し
て
い

る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
今
年
度
中
に
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え

る
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
心
と
体
の
豊
か

な
成
長
を
願
っ
て

問
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
規
則

正
し
い
生
活
や
体
験
活
動
の
資
質
・
能
力

を
高
め
る
施
策
の
展
開
は
ど
う
進
め
ら
れ
る
か
。

答
池
田
町
食
育
計
画
の
施
策
を
具
体
的
に
進

め
て
い
る
。
食
育
月
間
や
食
育
の
日
に

メ
ー
ル
で
啓
発
活
動
・
家
庭
科
学
習
・
食
生
活
と

栄
養
等
学
ん
で
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も

達
が
自
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
意
識

を
も
ち
、
知
識
と
し
て
理
解
し
実
感
と
し
て
そ
の

大
切
さ
や
良
さ
を
自
覚
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
豊
か
な
体
験
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
岐
に
わ

た
る
活
動
を
仕
組
ん
で
お
り
、
多
様
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

問
学
校
内
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
考
え
は
。

答
各
学
校
に
居
場
所
が
設
置
さ
れ
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
。
今
後
も
校
内
の
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
校
外
に
も
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
利
用
場
所
を
充
実
さ
せ
る
方
法
を
課
題
と
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

問
新
規
採
用
を
含
め
た
通
常
年
度
当
初
の
人
事
異
動

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
流
れ
・
形
態
で
実
施
を
し

て
い
る
か
。

答
ま
ず
退
職
者
の
把
握
を
行
う
。
定
年
退
職
者
は
管

理
デ
ー
タ
に
よ
り
、
ま
た
勧
奨
退
職
希
望
者
は
6

月
末
ま
で
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
翌
年
度
の
採
用
数
を
内
定
す
る
。
当
年
度
末
時
点
を

想
定
し
た
係
在
職
者
リ
ス
ト
を
毎
年
作
成
し
て
概
ね
3

年
在
職
者
を
中
心
に
異
動
案
を
作
成
す
る
。

問
現
在
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
職

員
定
数
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
職
員
数
が
か
な

り
減
員
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
退
職
者
の
不
補
充
が

実
施
さ
れ
、
療
養
休
暇
・
出
産
育
児
休
業
等
で
限
ら
れ
た

職
員
数
で
の
業
務
執
行
に
影
響
が
で
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
現
況
と
対
応
は
。

答
減
員
と
な
る
部
署
で
は
相
当
な
負
担
増
と
感
じ
る

場
面
が
で
て
く
る
。
減
員
と
な
る
部
署
の
課
長
に

は
減
員
す
る
旨
を
通
告
し
、
減
員
の
中
で
体
制
を
構
築
す

る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
職
員
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
合

は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
て
対
応
す
る
。
た
だ
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
制
度
改
正
で
正
職
員
と
同
様
に

経
常
的
経
費
に
算
入
さ
れ
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
す
る

要
因
と
な
る
た
め
新
規
採
用
に
は
限
度
が
生
じ
る
。

問
通
常
各
課
・
係
の
業
務
量
の
チ
ェ
ッ
ク
は
十
分
図

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
行
財
政
改
革
推
進
で
職
員

問
日
本
の
自
給
率
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

38
％
に
過
ぎ
ず
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依

存
し
て
い
る
が
、
最
近
、
食
品
だ
け
で
な
く
燃
料

や
化
学
肥
料
な
ど
の
資
材
も
値
上
が
り
し
て
お

り
、
農
家
に
対
す
る
打
撃
と
な
っ
て
い
る
。

米
価
が
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
再
生

産
が
不
可
能
に
な
り
、
離
農
す
る
農
家
が
増
え
る

可
能
性
も
現
実
味
を
増
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
農
業
た
め
に
は
、
農
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
。
後
継
者
不
足

は
池
田
町
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
の
農

村
で
大
問
題
な
の
で
、
も
し
新
規
就
農
者
を
増
や

す
こ
と
を
解
決
策
と
す
る
な
ら
、
か
な
り
魅
力
的

な
条
件
を
提
示
し
な
い
と
厳
し
い
。
今
か
ら
動
き

出
さ
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
。

遊
休
農
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
今

か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
10
年
〜

20
年
後
を
見
据
え
た
町
内
の
遊
休
農
地
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

答
今
後
10
年
間
で
、
現
在
の
耕
地
の
半
数
以

上
の
耕
作
者
が
変
わ
る
と
予
測
さ
れ
、
そ

の
す
べ
て
が
遊
休
農
地
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
今

後
、農
業
者
と
の
懇
談
や
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
。

問
当
町
も
他
自
治
体
と
同
様
に
自
治
会
加
入

世
帯
が
減
少
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
と
担

当
課
よ
り
話
を
伺
っ
た
。
自
治
会
長
さ
ん
も
対
応

に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
現
状
と
課
題
は
。

答
加
入
状
況
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
現
在
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
結
果
は
12
月
の
自
治

会
協
議
会
で
配
布
、
議
題
と
す
る
。
課
題
は
高
齢

や
役
員
に
な
り
た
く
な
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

自
治
会
を
脱
退
す
る
例
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
新

規
加
入
者
の
確
保
と
脱
退
者
を
減
ら
す
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

加
入
推
進
方
法
の
見
直
し
を

問
先
日
の
自
治
会
協
議
会
で
も
未
加
入
世
帯

に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
町

が
実
施
し
た
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
若
い
世
代

ほ
ど
「
希
望
し
な
い
世
帯
は
未
加
入
で
も
よ
い
」

と
の
回
答
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
12
月
の
自
治

会
協
議
会
に
向
け
て
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
加

入
推
進
の
見
直
し
な
ど
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
う
が
。

答
自
治
会
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
の
自
治
会
費

減
免
な
ど
を
行
い
会
員
増
と
減
少
防
止
に

つ
な
が
る
対
策
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
各

自
治
会
と
情
報
を
共
有
す
る
場
の
提
供
を
第
一
と

倉
科
栄
司 

議
員

行
財
政
改
革
推
進
時

に
お
け
る
職
員
の
人

事
異
動
に
つ
い
て

松
野
亮
子 

議
員

持
続
可
能
な
農
業
の

た
め
の
町
の
方
針
に

つ
い
て

矢
口　

稔 

議
員

自
治
会
へ
の
加
入
促

進
と
課
題
は
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数
が
減
に
な
り
、
更
に
体
調
を
崩
し
た
り
産
休
・
育
児
休

業
等
で
職
員
が
一
時
的
に
職
場
を
離
れ
る
と
職
員
の
負
担

増
は
相
当
な
も
の
と
な
る
。
業
務
量
に
あ
っ
た
適
正
な
人

事
配
置
・
人
事
異
動
が
必
要
と
考
え
る
が
業
務
量
の
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
チ
ェ
ッ
ク
・
見
直
し
は
。

答
体
調
に
つ
い
て
は
全
職
員
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
、
ま
た
係
毎
の
超
過

勤
務
状
態
を
把
握
し
業
務
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
機
構

改
革
時
に
一
部
見
直
し
を
実
施
済
み
で
あ
る
。
業
務
量
の

チ
ェ
ッ
ク
・
見
直
し
は
大
事
だ
が
行
財
政
改
革
推
進
時
に

は
職
員
数
そ
の
も
の
が
減
と
な
る
の
で
難
し
い
面
も
あ
る
。

問
課
・
係
の
業
務
量
見
直
し
に
は
当
該
課
の
経
験
者

で
あ
る
課
長
・
課
長
補
佐
等
の
意
見
を
求
め
て
業

務
量
見
直
し
の
際
に
活
か
し
て
欲
し
い
が
。

答
予
算
査
定
時
に
課
の
業
務
量
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
実

施
し
て
い
る
。
全
職
員
で
一
家
族
と
な
る
よ
う
な
互

い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
一
丸
と
な
っ
て
行
政
を
推
進
す
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
を
し
た
い
。
一
例
と
し
て
多
忙
期
に
お

け
る
柔
軟
な
職
員
配
置
、
辞
令
を
交
付
せ
ず
短
期
間
部
署

経
験
者
が
支
援
に
回
る
体
制
づ
く
り
等
を
す
る
中
で
、
職

員
全
員
で
カ
バ
ー
す
る
ワ
ン
チ
ー
ム
体
制
を
目
指
し
た
い
。

桜
の
植
栽
に
つ
い
て

問
大
型
事
業
推
進
の
中
で
高
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

南
と
総
合
体
育
館
北
に
あ
っ
た
桜
並
木
が
伐
採
さ

れ
た
。
然
る
べ
き
適
地
に
桜
の
木
の
植
栽
を
望
む
が
。

答
当
初
検
討
課
題
に
挙
が
っ
た
が
「
か
え
で
広

場
」
は
落
ち
葉
の
問
題
で
断
念
し
た
。
町
な

か
で
は
新
規
の
植
栽
は
落
ち
葉
の
問
題
が
あ
り

難
し
い
現
状
で
あ
る
。

問
新
規
就
農
者
を
増
や
す
に
あ
た
り
、
若
い

農
業
従
事
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
子
育

て
世
代
に
魅
力
の
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
移
住
希
望

者
に
提
示
で
き
る
よ
う
に
、
移
住
政
策
と
絡
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、

住
居
を
始
め
、
世
話
を
し
て
く
れ
る
農
業

者
、
農
地
の
確
保
の
ほ
か
に
、
生
活
を
維
持
し
て

く
の
に
十
分
な
収
入
が
確
保
で
き
る
か
が
課
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

考
え
、
12
月
の
自
治
会
協
議
会
で
協
議
し
た
い
。

ま
た
、
行
政
か
ら
依
頼
さ
れ
る
仕
事
が
多
い
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。
極
力
依
頼
を
少
な
く
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
は

問
各
自
治
会
で
管
理
を
行
っ
て
い
る
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
未
加
入
世
帯
が
増
加

す
る
と
維
持
管
理
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
。
苦
慮
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
く
が
。

答
以
前
、
自
治
会
長
さ
ん
を
対
象
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
会
で
掃
除
当
番

に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
使
用
料
を
支
払
う

こ
と
を
条
件
に
利
用
を
許
可
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
自
治
会
ご
と
に
経
緯
や
経
過
が
異
な
る

た
め
、
全
て
の
自
治
会
が
当
て
は
ま
る
と
は
思
わ

な
い
が
、
自
治
会
ご
と
の
考
え
で
維
持
管
理
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
だ
と
考
え
る
。
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みんなで使うゴミステーション

相談して遊休農地の活用を



令和 4 年 7 月 8 日に臨時議会を開催、次の 2 議案を審査し全議員の賛成で可決した。

７
月
臨
時
議
会

【審査意見】
問　物品購入はコロナ禍も考慮し町内業者の活用を。
答　入札基準により行うが町内業者を優先していく。

令和４年度一般会計補正予算（第３号）の概要・目玉事業令和４年度一般会計補正予算（第３号）の概要・目玉事業
歳入歳出に3,509万円を追加し予算総額を51億5134万円とした。

小学校の電子黒板小学校の電子黒板
設置事業設置事業

1,718万円

総合体育館内施設総合体育館内施設
コロナ感染対策事業コロナ感染対策事業

555万円

小中学校の小中学校の
衛生用品購入衛生用品購入

217万円

町内社会福祉施設への町内社会福祉施設への
衛生用品衛生用品（ガウンなど）（ガウンなど）
配布・灯油価格高騰配布・灯油価格高騰

支援金給付事業支援金給付事業

286万円

［財源］［財源］国庫交付金

町営バス町営バス
（明科線、松川線、安曇野線）（明科線、松川線、安曇野線）へのへの

空気清浄機の設置空気清浄機の設置（各2基）（各2基）

139万円

［財源］［財源］国庫交付金

中学校で有効に使われている電子黒板を
小学校でも22台設置する。

［財源］［財源］国庫交付金

柔剣道場へ「空間除菌脱臭機」を設置する。

［財源］［財源］国庫交付金

CO2濃度モニター58台・空気清浄機16
台・ベッド用パーテーションを購入。

［財源］［財源］国庫交付金
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中学校で活用されている電子黒板

中学校に配置された
CO2濃度モニター計

町営バス天井に設置された
空気清浄機

町道路肩崩落災害現場（小実平）

「町道登波離橋線 道路災害復旧工事請負契約」の締結議案

○陸郷小実平の町道での地滑りによる路肩崩壊災害の復旧工事
○9社による指名競争入札で町内業者に落札
○契約金額…6,435万円 （予定価格  6,712万円）
○財　　源…国庫支出金(67%)、町債(31%)、一般財源(2%)
注：5,000万円以上の工事は議会議決が必要となる。



議
会
活
動

　前号の「議会だより」（第135号）でもお知らせしましたが、池田町議会は去る5月
27日の議員協議会で議員定数現12名を11名とすることを決めました。町民の皆さ
んのご意見をお聞き検討したうえで条例化を考えています。コロナ禍ですので7月に
アンケート調査を行いましたのでその概要をお知らせ致します。81名の方からご協
力いただきありがとうございました。

◎議会として議員定数を1減とした理由
◦議員定数を減らすほど町民の皆さん

の意見・要望が反映しづらくなり、行
政へのチェック機能も低下します。

◦人口減・町財政の状況・町行財政改
革推進委員会の答申（定数：1～２
減）などを勘案し、1減としました。 

《アンケート結果の概要》
◦ 定 数 1 2 以 上でも良 い は 累 計で

8.7%、定数11は11.1%、定数10
は37.0%でした。定数11以上は累
計で19.8%、定数10以上は累計で
56.8%でした。定数9以下は大幅減
も含め30.9%でした。

《アンケートに記載された意見》
◎定数増・維持の意見
◦定数減をすれば多様な民意を反映できなくなる。
◦よそと比べ議員数が多いとは思わない。
◎定数減（10〜11名）の意見
◦議員の仕事も大変なので11名で良い。
◦町財政及び人口減を考え10名で良い。
◦民意を反映する公平・濃密な議論には10名は必要。
◎大幅減（6〜9名）の意見
◦現在の議員は町民の声を全く汲んでいない。
◦町民に選ばれた議員となるよう減員すべき。
◎町議会への意見
◦議員の活動状況が見えにくい。地元で説明を。
◦町のご意見番であって欲しい。町との連携も大切。
◦住民の目となり現場に足を運んで欲しい。
◦議員自身の意識向上を。質問のレベルが低い。
◦行政のチェックを。
◦現在の議会は正しく頑張っていると思う。
◦「議会だより」は町民との懸け橋なので続けて。
◦議員は池田町の品位を下げないよう言動に注意を。
◦仕事をする議員が必要。解決まで動く議員に。
◦建設的意見や情熱が見えづらい。
◦町の収入を増やす知恵を出して欲しい。
◦若者が立候補したくなる議会にして欲しい。
◦やすらぎの風呂値上げは厳しい。ハーブ湯再開を。
◦文化芸術に目を向けて欲しい。美術館を大切に。
◦子どもを大切にする町政を。老人を大切に。
◦財政の健全化とDXの推進を。また部長職の新設を。
◦町外から人を呼び、お金を取れる施策を。
◦細野橋の実現と自治会未加入者及び脱会者対策を。
◦町民懇談会の開催を。
◦議員の3～4集落担当を考えて欲しい。
◦地域に分けた議員定数と議員の任期制限を。
◦通年議会、土日議会、夜間議会の開催を。
◦完全ボランティア有志40名程度で論議する議会を。

議員定数アンケート結果
2022年8月

内　容 頻度 ％

増やしても良い 2 2.5 

定数12 5 6.2 

定数11 9 11.1 

定数10 30 37.0 

定数9 3 3.7 

定数8 7 8.6 

定数7 1 1.2 

定数6 9 11.1 

大幅減 5 6.2 

減らすべき 5 6.2 

不　明 5 6.2 

総　計 81 100.0 
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議 員 定 数 に つ いての アン ケ ート 結 果議 員 定 数 に つ いての アン ケ ート 結 果



八
十
二
銀
行
と
長
野
銀
行
の

合
併
の
記
事
を
見
て
驚
き
ま
し

た
。長
野
県
第
1
位
・
第
2
位
の

銀
行
の
合
併
で
す
。昭
和
6
年
に

上
田
の
第
十
九
銀
行
と
松
代
の

六
十
三
銀
行
の
2
つ
が
八
十
二

銀
行
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

又
、長
野
銀
行
は
昭
和
25
年
長

野
銀
行
商
工
信
用
組
合
で
発
足

し
、70
年
に
長
野
相
互
銀
行
、89

年
に
長
野
銀
行
と
社
名
変
更
し

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。八
十
二

銀
行
は
、1
5
1
店
舗
3
5
6
9

名
、長
野
銀
行
は
53
店
舗
6
5
2

名
、コ
ア
純
利
益
は
そ
れ
ぞ
れ

3
3
9
億
5
1
0
0
万
円
と

14
億
5
9
0
0
万
円
と
な
り
県

下
最
大
と
な
り
ま
す
。2
0
2
5

年
6
月
合
併
に
向
け
て
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
冷
え
込
み
、人
口

減
少
、低
金
利
に
向
け
て
前
向

き
な
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。金
融

界
の
み
な
ら
ず
、こ
の
よ
う
な
状

況
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
波
紋
を

呼
ぶ
と
予
想
さ
れ
ま
す
。時
代
の

流
れ
に
目
を
大
き
く
開
き
、正
し

い
判
断
を
す
る
事
、か
じ
取
り
を

し
っ
か
り
す
る
事
が
生
き
残
り

の
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

矢
口
新
平

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

倉
科
　
栄
司

矢
口
　
新
平

◉発行／池田町議会　◉企画・編集／議会報編集特別委員会　◦長野県北安曇郡池田町大字池田 3203-6（池田町役場内）
◦TEL.0261-62-3131　◦ FAX.0261-62-9529　◦ E-mail　gikai@town.ikeda.nagano.jp　◦ http://www.ikedamachi.net/

編
集
後
記

編
集
後
記

次回議会だより発行は令和5年1月25日（水）を予定しています。ぜひ、御覧ください。

安
曇
の
誕
生
に
思
い
を

昔
、我
が
国
は
「
あ
き
つ
島
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
秋
に
見
ら

れ
る
赤
ト
ン
ボ
で
別
名
「
あ
き

つ
」
と
言
わ
れ
、
空
を
茜
色
に

染
め
る
ほ
ど
舞
っ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。

伝
説
に
よ
る
と
安
曇
の
地

は
大
き
な
水
海
で
し
た
。
民
話

「
泉
小
太
郎
」
は
犀
竜
を
母
に

白
竜
を
父
と
し
て
生
ま
れ
、
こ

の
水
海
の
水
を
落
と
し
て
陸
地

に
し
よ
う
と
母
犀
竜
は
我
が
子

を
背
負
い
、
山
清
路
の
大
岩
に

体
当
た
り
を
繰
り
返
し
水
海
の

水
を
日
本
海
に
流
し
広
い
陸
地

を
作
り
、
十
日
市
場
の
川
合
神

社
に
父
と
母
が
住
み
こ
の
里
の

守
り
神
と
し
て
後
に
仏
崎
の
岩

穴
に
隠
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の

後
、
九
州
筑
前
国
糟
屋
郡
阿
曇

郷
か
ら
来
た
一
族
が
、
安
曇
族

と
し
て
住
み
着
い
た
の
で
は
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
先
人
が
暮
ら

し
中
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
伝

説
や
民
話
を
通
し
、
郷
土
愛
を

育
み
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
歴
史
あ
る
文
化
財
が
各

地
域
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
町
の
宝
物
と
し
て
次
世
代
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

待
ち
遠
し
か
っ
た
「
食
育

条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
事
は
、

長
年
食
に
携
わ
っ
て
き
た
私
に

と
っ
て
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

こ
の
夏
に
信
州
大
学
で

「
日
々
の
食
事
の
養
生
訓
」
と

い
う
講
座
が
あ
り
、
江
戸
時
代

に
貝
原
益
軒
が
83
歳
の
時
、
実

体
験
を
基
に
書
か
れ
た
「
養
生

訓
」
を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
書
か
れ
て
い
る

健
康
法
は
現
在
で
も
通
じ
る
こ

と
、「
病
気
は
医
者
が
治
す
も

の
、健
康
は
自
分
が
作
る
も
の
」

ま
た
、「
人
は
歯
を
も
っ
て

命
と
す
る
故
に
、
歯
と
言
う
字

を
『
よ
わ
い
』
と
も
読
む
な
り
」

と
教
え
て
い
た
だ
き
、
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
や
口
の
健
康
は

全
身
の
健
康
の
素
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

 ― 第 24 回 ― 

上原潔子さん（林中）

⃝池田町林中出身　82歳
⃝北安曇農業高等学校卒
⃝池田町有線放送勤務
⃝池田松川給食センター勤務
⃝趣味　畑仕事

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

私
の
願
い

私
は
父
の
顔
も
知
ら
ず
生

き
て
き
ま
し
た
。
月
夜
に
母
と

松
の
根
に
縄
を
掛
け
天
秤
で
運

び
、
な
ん
と
か
一
粒
で
も
多
く

米
を
取
ろ
う
と
一
生
懸
命
開
墾

し
ま
し
た
。
戦
後
少
し
の
間
、

教
科
書
は
揃
わ
な
い
ま
ま
上
級

生
の
お
下
が
り
を
い
た
だ
き
学

校
に
行
き
ま
し
た
。

貧
困
家
庭
に
は
国
か
ら
短

靴
の
配
給
が
あ
り
、
初
め
て
履

い
た
靴
で
し
た
が
盗
ま
れ
帰
り

は
草
履
で
し
た
。
そ
の
頃
家
が

無
い
人
が
い
ま
し
た
が
、
軒
先

で
母
が
握
っ
て
く
れ
た
握
り
飯

を
並
ん
で
食
べ
た
こ
と
、
今
思

う
と
抱
き
し
め
た
い
ほ
ど
懐
か

し
い
の
は
何
故
か
。

母
が
一
度
だ
け
私
に
言
っ

た
こ
と
、「
36
歳
で
逝
っ
て
し

ま
っ
た
夫
に
、
薬
と
卵
1
個
を

食
べ
さ
せ
て
や
り
た
か
っ
た
」

と
、
母
の
心
情
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

私
は
周
り
の
人
達
に
背
中

を
押
さ
れ
前
に
進
む
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
先
私
は
何
を
す
れ
ば
良
い

か
、望
ん
で
も
出
来
な
い
こ
と
、

や
っ
て
み
れ
ば
出
来
る
こ
と
、

こ
の
自
然
を
壊
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
次
世
代
を
担
っ
て
行
く

人
達
が
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
、
幸
せ
な
世
の
中
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。

孫
を
送
り
出
す
一
句
よ
り

『
孫
の
肩
ふ
し
く
れ
の
手
を
乗

り
越
え
て
』

今日も一日ご苦労様でした
栄養満点の美味しい玉ねぎが獲れました

2022.6.5


